
TOKYO JC NEWSは
環境対応大豆油使用
インキを使用しています

TOKYO JC NEWSは、
古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

TOKYO JC NEWS （増刊号）
発行所 社団法人東京青年会議所〒102-0093  東京都千代田区平河町2-14-3  青年会議所会館2F  TEL.5276-6161  FAX.5276-6160 定価一部200円 年1,500円（送料共）隔月15日発行（隔月刊）昭和47年5月17日第3種郵便物認可

東京JCへのエール！東京JCへのエール！

●編集後記
いやー、早かったです。1年。昨年の今ごろは初めての編集作業にてんてこ舞いして

いたのを思い出します。何しろ、今まで社内ＮＥＷＳをセコセコ作った程度の経験しかな
く、新聞の企画・編集・印刷などというものは未知の世界！まさしく自己修練。しかしな
がら田辺特別委員長をはじめ、スタッフのサポートのおかげ何とか乗り切ることができ
ました。また、1年を通じて原稿をご執筆いただきましたメンバーの皆様本当にありがと
うございました。思い起こせば、いろいろなことがありました…。

「表紙デザイン決めに迷ったこと」「本当にこの企画でいいのだろうか？」「原稿が集ま
らずヤキモキしたこと」※それ以来バイク便のトリコノワタシ！バイク便って便利ですね！
どれも楽しい思い出です。さて、来年私は、総務・情報室を担当させていただくことに
なりました。「東京ＪＣＮＥＷＳ」「ホームページ」「メルマガ」と、より一層の内容の充実を
委員会メンバーと一緒になって図っていきたいと思います。
皆さん１年間ご購読いただき、本当にありがとうございました。
来年もよろしくお願い致します。 広報特別委員会　副委員長

東京青年会議所新聞担当　西村剛敏

中津江村、ベッカム、日本代表の活躍、ブラジル優勝と、沢山の話題を振りまいたＷ杯。
私も鹿島、横浜、韓国水原にて３試合観戦し、横浜で観戦したロシア戦での日本の勝利と
ソウル市内の熱狂を生で体験したことは一生の想い出となりました。

さて、２００２年度東京JCの運動と活動が集約された東京JCニュース年末特集号、いか
がでしたか？是非、東京JCを知って感じて頂ければ幸いです。

私たち東京ＪＣ２００２年度広報チームは、メールマガジンの定期配信、東京JCニュース誌
面のリニューアル、ホームページの再構築など全てのメディアについてゼロベースから抜本的
に改革すべくスタートを図り、デザイン、使用する写真や文章などのクオリティーの向上など
鋭意努力して参りました。２００３年度は西村剛敏君が理事総務情報室長として、松本正一
郎君が広報情報委員会委員長として中長期的な視野に立ち、皆様に東京JCの情報をよ
り質の高い情報としてお届けいたします。２００３年東京JCと広報メディアにご期待下さい。
一年間ご愛読ありがとうございました。 社団法人東京青年会議所　理事

広報特別委員会　特別委員長　田辺眞一

ＪＣを世間から見るとど

ちらかというと経営側の感

覚ですね。そのＪＣが志民

社会ということも画期的で

すし、ＪＣメンバーがＮＰＯ

活動を主体的にやってい

けばＮＰＯへのある種の偏

見も払拭できて税制面で

もみんな揃ってＮＰＯを育

てていこうとなると思います。

石原伸晃氏（行政改革・規制改革担当大臣）

一番感じるのはわんぱ

く相撲を教育の一環とし

てやっているという点で

す。心の鍛練はわんぱく

力士はまだ小学生ですか

ら難しい面はありますが、

やはり親と子とが一つに

なっている、それは十分

伝わっていると思います。

教育も大事ですが、親と子供が輪になっていくと

いう大事さは、それ以上の徳があるというんでしょ

うね、私はそこを一番感じます。

北の湖敏満氏（財団法人日本相撲協会理事長）

エールではなくてお願い

ですが、青年会議所は１

年単位で組織が変わって

しまうので継続的に取り組

めないのは凄く残念です。

取り組まなければならない

テーマは次々にバトンタッ

チして、引き続きやってい

ただきたいですね。

細川佳代子氏（特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本理事長）

少子化によって余った

施設を、地域社会・子供

たちと共にどう活性化して

いくかというのは、ＪＣのや

る仕事だと思います。東

京ＪＣがそういうことに取り

組んで成功例ができると、

日本全国のＪＣがみんな真

似します。そこに値打ちが

ありますよね。

川淵三郎氏（財団法人日本サッカー協会会長 キャプテン）

この大変革の時代に2 0年

後の未来に責任のとれる青

年としてJ C運動に関わること

の重要性を今、改めて自問自

答してみましょう。5 3年前にこ

の日本にJ C運動の火を灯し

た創始のL OMとしての内なる

プライドと高い志、強い覚悟を

持って運動に邁進して頂くこ

とを切望します。観客や評論家ではなくプレーヤーとして

変革の能動者として、今改めて、新日本の再建は我々青

年の仕事である。 JCマンよ 自燃人たれ！！

塩澤好久（東京JC2001年度理事長・2002年卒業生）

１月号の座右の銘にも書

きましたが、「義を見てせ

ざるは勇無きなり」正義が

何かを知りながら、それを

行なわないという事は勇

気が無いことです。正し

いと思う事には“志”と勇

気を持って、青年らしく

堂々と行動を起こしてくだ

さい。新世紀日本の再建を青年の責務として…。

入会から約11年間、本当にお世話になりました。

山�佳一（東京JC2002年度副理事長・2002年卒業生）

政治、経済共にまだまだ混迷

は続き、ますます社会状況は

厳しくなり、ＪＣ運動する環境

もさらにきつくなる事かと思い

ます。そんな中ですが、是非

お一人お一人が、うまくお時

間をお作り頂き、「いつか、ど

こかで、誰かがやるだろう」と

いう受け身な考え方でなく、

「今、ここで、まず自分が何を

すべきか」といった能動的な、

積極的な考え方をして、活動して頂きたいと思います。

「俺がやらなくて誰がやるんだ」という自責の念、気概を持

って頑張って下さい。

長岡信裕（東京JC2002年度専務理事・2002年卒業生）

改めて宣言しよう。

東京ＪＣたるもの、

新経済市民団体として、

ノーブレスオブリージの気

概を持ち、

インターミディアリー（主体的

仲介者）の役割を担い、

未来志向・理想型の運動

までも視野に入れ、

真に明るい豊かな社会を実現せんがために邁進す

べし。

Be smart! Tokyo-JC

村田浩敏（東京JC2002年度政策顧問・2002年卒業生）

2003年度 東京JC年間スローガン

今再び、変革の能動者とし
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